
2015/2/15 インドの新興財閥｢アダニ｣の成功方程式 | モディ政権で始まるインドの夜明け | 東洋経済オンライン  | 新世代リーダーのためのビジネスサイト

http://toyokeizai.net/articles/print/51117 1/3

帝羽 ニルマラ 純子：インドビジネスアドバイザー
2014年10月23日

インドの新興財閥｢アダニ｣の成功方程式
一代で築き上げられたインフラ帝国

ゴータム・アダニ氏(2011年5月27日）（The New York Times/アフロ）

財閥はインドの経済成長を支えてきた要素のひとつだ。日本ではタタ・グループが
有名だが、ほかにもリライアンス・グループやマヒンドラ・グループなど多数存在し
ている。その中でも本稿では、近年めきめきと成長している新興財閥、アダニ・グル
ープを紹介したい。

30年弱で急成長を遂げたアダニ・グループ

アダニ・グループは1988年に設立され、グジャラート州アーメダバードに本社を
置く。創業当時は小さな貿易会社にすぎなかったが、現在の事業分野は発電、港湾運
営、石炭やガスの採掘・販売、農産物取引、海運業、不動産――など多岐にわたる。
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2013年の売上高は93.89億ドルだった。

30年弱でここまで成長した理由は、ひとえに創業者であるゴータム・アダニ会長の
才覚にあるといえそうだ。ゴータム・アダニ氏は現在52歳。大学の学位を持たずに
裸一貫で成功した人物として、世界でも有数の実績を持っている。過去には米フォー
ブス誌による、インドで最もリッチな人トップ10にもランク入りしたことがある。

大学に行かなかったアダニ氏は、父親の繊維製品貿易ビジネスの一部を任される形
で事業家としてのキャリアをスタート。続いてダイヤモンド貿易に着手するなど、
次々と事業領域を広げていった。あるときアダニ氏は、同州カッチ地方にあるインド
最大の塩田から塩を調達するという大口注文を抱えながらも、輸送がうまくいかず悪
戦苦闘していた。そこであるアドバイスを受け、アダニ氏が踏み切ったのがなんと港
湾の建設。これが本格的な事業成長に向けたジャンプ台になる。

このときに建設した港湾は、現在もムンドラ港としてアダニ・グループ傘下にあ
る。陸路・空路との接続も良く、民間企業が運営する港としては国内でも最大規模の
取扱貨物量を誇る。

アダニ氏の壮大なチャレンジは港湾建設にとどまらなかった。畳みかけるように、
ムンドラ港近くに経済特別区を政府に働きかけて開発。これにより、港湾周辺に倉庫
や工場を設置したい企業が、関税・所得税の減免といった便益を享受できるようにな
った。結果として、ムンドラ港の輸出競争力が高まった。現在、アダニ・グループは
国内11カ所の港湾を傘下に持ち、民間の港湾オペレーターとしてはインド最大とな
っている。

モディ首相来日時には同行も

エネルギー分野でもダイナミックだ。オーストラリア、インドネシアなどに炭鉱を
所有し廉価で石炭を輸入、発電・売電事業の競争力を高めている。民間発電会社とし
てもアダニ・グループは最大手であり、現在の総設備容量は8620メガワットに達し
ている。もはやアダニ・グループは、モディ政権下の国づくりにおいては欠かせない
プレーヤーといって過言ではない。実際、アダニ氏はモディ首相がグジャラート州首
相だったころから親しい関係で、モディ首相来日（今年8～9月）に同行する財界人
のひとりにも選ばれている。

アダニ氏の起業家精神にあふれたアグレッシブな戦略により、アダニ・グループは
インドにおいて最もスピーディに成長する民間企業のひとつとなった。だが強みは事
業戦略だけではない。アダニ氏は人の管理がうまく、仮に社員がミスを犯したとして
も挽回するチャンスを与える寛容さを持ち合わせているという。このため、アダニ帝
国の1万人超に上る従業員はみな、同社への高い忠誠心を持って働いているという。
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有名大学卒業といった経歴を持たず、また中流階級出身でありながら一代で富豪と
なり、カオスの国で最大のインフラ・物流・電力会社を築き上げるに至ったアダニ
氏。これだけのことのすべてが、ゼロ同然の状態から築き上げられたとは驚きであ
る。彼はインドの若者に大きなインスピレーションと意欲を与えてくれる存在であ
る。


